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「その…いつ頃から起きてたかとかは…知らないけど…」 

「ここ、出ていこうって思ってさ」 

「理由とかは、その…面と向かって言うつもりはないけど…さ」 

 

「わかるでしょ？」 

「私みたいなのと、あんたが…一緒にいるのって、正直良くないと思うし…」 

「だから…出ていくの。別に１人でも…生きていけるし」 

 

「…それに、いつ出ていこうが、あんたには関係ないで…」 

「んっ…！」 

 

「ん…なんで…」 

 

「なんで、止めてくるの？」 

「…なんで…っ、いつも、そんな優しいの…？」 

 

「んっ…ぐっすっ…そんなことされたら…思っちゃうじゃん」 

「うぅ…ずっと一緒にいたいって…思っちゃうじゃん…」 

「あんたから…離れられなくなっちゃうじゃんかぁ…」 

 

「んっ…いいの？ 一緒にいても？」 

 

「私…あんたに結構迷惑かけると思うよ？」 

「あんたを頼って…たくさん甘えちゃうかもよ…？」 

 

「それでも…いいの？」 

 

「バカ…なんでそんなすぐに…答えてくるのよ…」 

「…幸せで、死んじゃうよ」 

 

「んっ…ちゅっ…」 

「ん…したくなったの…キス」 

「あんたに、教えてもらったから…」 



「愛を伝えるなら…これが一番だって…ふふっ♡」 

 

「んっ…！ ちゅぅっ！ えへへ♡」 

「もっと、もっと…しよ…」 

 

「ちゅっ…ちゅぅ…んちゅぅ、ちゅぷ、ちゅぷぁ♡」 

「はぁ、はぁ…♡ んっ～」 

「んちゅぅ、ちゅぷっ…んっ、れろ…れろ、れろれる…れろちゅぅ♡」 

「れるぷちゅっ…んは、れるれる、れろれりゅぅ、んうぅ、れるれる…れろむちゅぅ♡」 

 

「はぁ、はぁ…キス…好き♡」 

「んちゅぅ、れるれる、れろむちゅっ…んちゅぅ、れるれる…はあ、ふぅ♡」 

「れるれる、好き…♡ れるれる…好き♡ んちゅぅ、れろれりゅ…しゅきぃ♡」 

「もっと…んゅ、れるちゅぅ…れるれる…れろちゅぅぅぅ♡ はぁ、ふぅ～♡」 

 

「はぁ、はぁ…ふぅ…ん…」 

「ねぇ…ん、その…もう…欲しいかも」 

「挿れて…ほしい…あんたに、たくさん愛してもらいたい…♡」 

「んっ…エッチも、したいけど…♡ 繋がってたいって気持ちの方が…大きくて…」 

 

「だから、したいの♡」 

 

「全身で、私を感じて…愛して？ 私も…全身で…伝えるから…」 

「好きって気持ちを…あんたに…だから…」 

 

「んっ…ちゅぅ♡」 

 

「ちゅっ、ちゅぅ…ちゅぷぅ♡」 

「ふぅ…ふふ、だから…しよ♡」 

 

「ふぅ、ふぅ…」 

 

「ちゅっ…ちゅぅ♡」 

「んっ…ちゅぅ♡ れるれる…れろちゅぅ♡ はぁ、はぁ…♡ れる、れろちゅぅ♡」 

「れる、れる…んちゅぅ♡ はぁ、はぁ…♡ んっ♡ れる、ちゅぅ♡」 

 



「はぁ、はぁ…ん…ちょっと、待って」 

 

「その、今日は…上も…脱ぐから…さ」 

「傷とかあって…少し見苦しいかも…だけど…」 

「でも、あんたには見て…おいてほしくて…」 

「それも込みで…その…愛してくれたら、嬉しいんだけど」 

 

「ふぅふぅ…嫌なら、言ってね？ 服、着るから…さ」 

 

「んっ…ふぅ、ふぅ…」 

「こんな…感じなんだけど…」 

 

「ごめん…ね？ やっぱり、傷ばっかで見苦しい…よね」 

 

「んっ…！」 

 

「もう…どこまで優しいのよ…」 

「本当…もっと、好きになっちゃうじゃん…」 

「んっ…はぁ、これ…あんたの体、直接感じられて…気持ちいい…」 

「少しだけゴツゴツしてるけど…優しさも感じるっていうか…」 

 

「好き…」 

 

「全部…好き…」 

 

「えへへ…」 

 

「ん…ここもゴツゴツさせてるじゃん？」 

「はぁ、はぁ…今すぐにでも挿れたい、って感じ？」 

 

「んっ…じゃあ、来て♡」 

 

「はぁ、はぁ…ふぅ…」 

「んっ…この前みたいに、抱っこしてる感じの挿れ方…してもらってもいい？」 

「あれ、好きだから…」 

 



「それに今日はお互い…裸だし？ 前よりも、絶対気持ちいいと思うしさ…」 

「ん、だから…お願い…」 

 

「ふぅ、ふぅ…」 

「はぁ、はぁ…んっ♡ もう、すぐ入りそうじゃん？ んっ♡」 

 

「ん…ちゅぅ♡」 

「はぁ、ふぅ…今日も、たくさん愛して♡」 

 

「んぅっ！ んっ、あぁぁぁぁ♡」 

「はぁ、はぁ、んっ♡ んんんっ♡」 

 

「はぁ、はぁ…ごめん…すぐ…イッちゃった…♡」 

「さっき、んっ…１人でしてたし…あんたに…んっ♡ 挿れられて…幸せでぇ♡」 

 

「はぁ、ふぅ…んちゅっ…♡ すごく、感じてる♡」 

「あぁっ！ あんぅ！ んんっ！ あっ！ あんっ！ あぁはっ！ はぁぅ！ んっ！」 

「はぁっ！ あぁっ！ あっ！ ああっ！ んぅ！ 中…ずんずんって…！」 

 

「あんたの…がぁっ！ 突いて…んんっ！ あっ！ ああっ！」 

「気持ちい…♡ 気持ちいい…よぉ♡ んぁぁっ！ あぅ！ ひゃぅ！ はぁっ！ はぁっ！」 

 

「んんっ！ んっ！ これ…ダメっ…あぁっ！ あっ！ あっ！」 

「すぐ…にっ…あぁっ！ あっ！ あああっ！ イク…！ イッちゃうっ…！ んんんぅ～っ！」 

「んんっ！ んっ！ あっ！ ああああぁぁぁああっ！」 

 

「はぁ、はぁ…んんっ！ ダメ…んん、動くの…止めないでっ…！ 

 そのまま…はぁ、はぁっ…ああぁっ！ 動いて…ぇっ♡」 

「あんたの…ずっと…んんっ！ 感じて、たい…のぉ♡ んっ！ あぁっ！ あぁっ！」 

 

「はぁ、はぁ…ああっ！ んっ！ また…イクぅ♡」 

「んんっ！ んんんっ！ はぁ、んんっ！」 

  



「はぁ、はぁ、はぁ…ふぅ、んっ！ あっ…んんんっ♡」 

「んちゅっ、ちゅぅ…れろれろ、れるちゅぅ♡ はふぅ♡ んちゅっ、ちゅぶ、れるれりゅ…♡」 

 

「はぁ♡ はぁ♡ んんっ♡ たくさん、イカされちゃった…はぁ♡」 

「んゅっ！ はぁ、んっ…♡ どうしたの、そんな強く抱きしめてきて…んんっ♡」 

 

「はぁ、あっ…！ そんな男らしいところ見せられたら…んんっ！」 

「もっと、好きになるじゃんかぁ♡」 

 

「んんっ！ あぁっ！ あぁぅ！ んっ！ ふーっ！ ふーっ！ んんっ！」 

「あぁぁ…！ イク…また…んんっ♡ イッちゃう…んんんんっ！」 

「あぁぁっ！ イックぅぅぅっ！ んんんぁぁぁっ！」 

 

「はぁ、はぁ…んっ♡ はぁ…♡」 

 

「好き…だよ♡ 好き♡ 愛してるっ…♡」 

「優しいあんたもっ…！ んぅ！ ふぅ、ふぅ…男らしいあんたも…っ♡」 

「全部…んんっ！ 全部、好き♡ はぁ、ぅっ…！ んんんっ！」 

 

「はぁ、はぁ、えへへ…♡ 言ったら…もっと…気持ちよく、んっ、なっちゃった…っ！」 

「んんぅっ！ んっ！ あぁっ！ あっ！ あっ！ んんんんんぅっ…！ くぅぅっ♡」 

「はぁ、はぁ…んんっ！ もう、何度イッちゃったか…わかんなくなってきちゃった♡ はぁ、ふぅ…♡」 

「お返し…！ しないと…ねぇ♡」 

 

「んちゅっ、ちゅぅ…！ ちゅぷ…ちゅぅぅ♡」 

「んぁ…はぁ、ふぅ…んちゅぅぅ…れるれる、れろちゅぅ♡ んふぅ、んっ！ んんっ！」 

「れるれる、れるれるれるれる、れるぅ～…ぷはぁ♡」 

 

「んっ♡ よーく、聞いて♡ はぁ、ふぅ…大好き…♡ だーい好きっ♡」 

「んちゅぅ、れるれる…れろ、ちゅぅ♡ 好き…♡ れちゅ、好きぃ♡」 

 

「好き、好き…好き好き好き♡ んんっ♡」 

  



「はぁ、はぁ…んっ、んっ…はぁ、はぁ…あぅっ、ふぅ…」 

「んぅ…んんんんっ♡ あはぁ…はっ、はっ…ふぅぅ♡」 

「えへへ…♡ たくさん、んんっ…気持ち、伝えちゃった…♡」 

 

「んんっ♡ あんたも…私の事、好き？ 愛してる？」 

「じゃあさ…んっ♡ 体でさ…たくさん、その気持ちぃ…はぁ、はぁ…教えてよ？」 

 

「はぁ、ふぅ…」 

「スパートかけて…んんっ！ 中に沢山出してさっ…はぁ、ふぅっ…！」 

「あんたの気持ち…んっ…教えて♡」 

「ん…お願い…ね♡」 

 

「んんっ！ きたっ♡ きたぁ♡ あぁっ！ んぁぁっ！ あんっ！ ああんっ！」 

「はぁ、ふぅ、んんっ！ 激しいの…好き…♡ あんたにサれるの…んっ！ あぁっ！ 好きぃ♡」 

 

「はぁ、はぁ…んんっ、ちゅっ♡ ちゅぅぅ♡ あふぅっ！ んちゅぅ、れるれる♡」 

「んんぅ、はぁ、んっ…イク…♡ んんっ、れるれる…んんんぁっ♡ れるれるれる…」 

「れるぷちゅぅ♡ んんっ、んぅ、はぁっ！ はぁっ！ れるれるれる…♡ れろちゅぅ♡」 

 

「そろそろ…出る？ 出そう？ んんっ♡ はぁ、れるれる…れろちゅぅ♡」 

「いいよ…出して…♡ 中に全部ぅ…♡ びゅーびゅーって…ふぅ、ふぅ…してぇ♡」 

 

「んぅ、ちゅっ♡ お願い♡」 

 

「はぁ、はぁっ…ああぁっ！ あんっ！ んっ！ あぁぁっ！」 

「はぁ、はぁ…あぁ、来る…今日一…でぇ…大きいの…んんっ！ 来ちゃうっ♡」 

「はっ、はっ、はぁっ…んっ…んんっ！ あんたのも…んっ！ 大きく…なってぇ…はぁ！ んっ！」 

 

「あぁ、イク…イクっ…♡ んっ…んんっ！」 

「イクイク…イクイクイク…んっ！」 

 

「んんっ♡ んちゅ、れるれる…れるちゅむっ…んちゅぅ、ちゅぶぅ♡」 

 

「はぁ、イク…ちゅっ…んっ！ んんっ！ イキュイキュ…んぅ、ふぅぅぅぅ～～～っ！」 

 

  



「んふぅ♡ ふぅ…♡ んんんぅ♡ んふぅ♡ ふっ…ふぅぅ♡」 

 

「はぁ、はぁ…んっ♡ まだ、出てるっ♡ んんぅ…はぁ、はぁ…はぅぅ～♡」 

 

「ふぅ、ふぅ…んっ…はぁぁ…♡」 

「ありがと…♡ んっ…たくさん、出してくれて…♡」 

 

「んっ…ちゅぅ♡ ちゅぅ、れるれる…れるちゅっ♡」 

「ふぅ、ふぅ…ありがと…♡ んっ…愛を、教えてくれて…♡」 

 

「んっ…ちゅぅぅぅ♡ ぷふぅ…ふふっ♡」 


